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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コンテンツ種別ごとの利用統計から、コンテンツの流通状況の一端を見る。
特に学位論文を中心に。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
登録件数は４月末現在で６８２２件。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
名古屋大学における取り組み。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
累積のダウンロード回数を見る。

登録件数はタイプでは紀要論文が最も多い。

ダウンロード数で見ると、博論や教材が目立つ。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ダウンロード回数の月ごとの推移。
毎月、２万回～３万回のダウンロードがある。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アクセス経路を見ると、GoogleとYahooでキーワード検索されるケースが大部分。
研究者のブログからリンク参照されて、高いアクセス数を示す論文もある。


WX 1D A F 50— EE

FITE RIS
=D
2 3

FALER X

(VS

B (R T7
A5 —)

e 55
Z Ot J- 8.1]

D J



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コンテンツのタイプ別に、論文一件が１ヶ月間に平均何回ダウンロードされているかを見た。

教材を別にすれば
学位論文が最もよくダウンロードされ、学術雑誌掲載論文の３倍以上、紀要の６倍以上ダウンロードされている。

博論も、キーワードで同じように検索されて利用されるケースが多いが、他に比べて利用度が高い。
　理由？
　　・論文としての完成度、信頼性、新しい知見を多く含む高度な学術性
　　・引用文献の網羅性
　　・これまでの入手しにくさ
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実はパスファインダーが利用される。学外からのアクセスがかなりの割合。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
パスファインダーを除いて、ダウンロード数の１０００回を超える論文を見てみた。

１、２位は紀要論文。　紀要論文も、使われるものは使われる。
学位論文が目立つ。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
４月末現在で新制の博論３８０点。　
博論の総数は新制１５２００件。旧制３５００件。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
登録した３８０件について、学位の種類別で見ると、
登録件数では工学、理学、農学の順に多く登録。本来一番数が多い医学はまだ０件。

月平均でダウンロード数を見ると、「情報科学」「学術」がよくダウンロードされている
（登録件数が少ないので、一般的な傾向といえるかは疑問）。

「理学」が博士論文の中では比較的ダウンロード数が低い。
（しかし、他のタイプの平均よりは高い）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
博士論文の利用状況を、取得年代別に見てみた。

平均して新しい博士論文ほどよく利用されているが、過去分も他のタイプの資料より、よく利用されている。

どの分野でもそうなのか？
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
分野で違いは？
学位の種類ごとに、年代順に３８０件をプロットしてみた。
●が大きいほど、月平均ダウンロード回数が多い。
ただし、●がないのは、利用されてないのでなく、もともと登録がない。

理学は比較的ダウンロード回数が少ないが、６０年代から最近のものまで同じ程度に利用されている。
工学は８０年代～、農学は９０年代～よく利用されている。

ただし８０年代になると農学の博論の利用が落ちる、というようなことは言えないという農学の教授の話。
工学でも、１９５０年代に研究のピークがあった分野もあるとのこと。
あくまで今登録されている個々の論文の利用状況。

重要なことは、理系の２０年、３０年前の学位論文も活発に利用されている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
博士論文の利用状況を言語別に見てみた。

日本語の博論の方が、平均するとよく利用されている。
英語論文だから、世界からたくさんのアクセスがある、というわけでもないようだ。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
国内・国外別に集計した。

日本語の学位論文が国外からも、かなりアクセスされている。
（英文アブストラクトが入っているデータは、かならずしも多くはない）　
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
研究者協力コミュニティのメンバーで、博論登録第一号の杉村教授の利用統計を見てみた。学術。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
種類別の利用統計から、コンテンツの流通状況の一端を見た。
特に学位論文は、あらためて重要性を認識。
学位論文については今後、遡及電子化が進められるはずだが、やはりその意義は大きい。
名大では今後、博論に関して、残る研究科の制度化や、遡及登録を、この利用状況をふまえて推進していきたい。
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